
平 成 3 0 年 度  

浜 松 工 業 会  

浜松支部総会(案) 

平成３０年６月２日（土） 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

総   会: グランドホテル浜松 2階 鳳東 

式   典：グランドホテル浜松 2階 鳳中（全学同窓会） 

懇 親 会：グランドホテル浜松 2階 鳳中（全学同窓会） 

 

 

 

 

 

 

浜松工業会 浜松支部 



 

浜松支部総会  

日 時 平成 30 年 6 月 2 日（土曜日） 

受 付 12:45 

総 会 13:45～14:45 グランドホテル浜松 2階 鳳東 

総会次第 

１． 開会の辞 藤田 俊幸   

２． 支部長挨拶 小林 孝一   

３． 来賓挨拶                 

浜松工業会会長 藤井 彰      様 

静岡大学工学部長 川田 善正  様 

静岡大学情報学部長 近藤 真   様 

静岡大学電子工学研究所長 三村 秀典  様 

４． 議長    小林 孝一 

第１号議案 平成 29 年度事業報告 安達 晴康 

第２号議案 平成 29 年度収支決算報告 高橋 優介 

同監査報告           西尾 國夫、浅井 仁  

第３号議案 平成 30 年度事業計画 安達 晴康 

第４号議案 平成 30 年度予算 高橋 優介 

第５号議案 浜松支部会則の改正 小林 孝一 

第６号議案   役員交代について         小林 孝一 

５． 新副支部長紹介                           藤田 俊幸 

６．  新副支部長挨拶    

７． 閉会の辞                     藤田 俊幸 

――――――――――――――――――――――――――――― 

静岡大学全学同窓会 浜松開催交流会 行事一覧 

日 時 平成 30 年 6 月 2 日（土曜日） 

受 付 14:30 

式   典 15:00～17:15 グランドホテル浜松 2階 鳳中 

懇 親 会 17:40～19:30 グランドホテル浜松 2階 鳳中 
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第 1号議案 平成 29 年度 事業報告 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
スローガン「深めよう！同窓の絆 強めよう母校への関心」を深化させると共に、「より広い世代間の交流」、「会員・在学

生への活動周知と参加機会の提供」に取組み、概ね目標を達成しました。 

1. 総務委員会 藤田総務委員長 

① 諸会議 浜松支部の活動に、大学側の諸情報を絡めて、互いに協力できる環境を整備しました。 

役員会 第 1回は目標の 60名に対し 47名、第 2回は直前に配布会を催し、66名の参加を得ました。 

委員会    委員の強化で活動が実体化し、幅も広がりました。 

顧問会議 事業および収支決算の報告、事業計画(案)および予算(案)、年間行事(案)、浜松支部の会則の改正など

について、指導と助言を頂きました。 

正副支部長会  役員会、顧問会議の準備の他、会員交流を図る活動の準備等で適宜開催しました。 

② 渉外  支部間交流の為、正副支部長が東京・静岡・愛知・阪奈和支部総会に参加しました。 

③ Ｕターン相談室 登録企業の目標 5社増に対し 6社増。2名が相談中です。 

④ 結婚相談室 見合い 19組。ＨＰの刷新とチラシで入会者は増えたが、ニューカップルは生まれませんでした。 

⑤ 趣味の会 5 団体各々で活動を推進。囲碁同好会は 3月末で休会となりました。 

⑥ (公財)浜松科学技術研究振興会 大学と地域社会の科学技術交流を促すための講演会で支援を受けました。 

⑦ 浜松支部総会 総会を平成 29年 5月 13日(土)にプレスタワーで開催しました。 

⑧ 全学同窓会   実行委員会の全体事務局を担当。全体会議の開催、進捗の把握で円滑な運営を行っています。 

2. 組織委員会                                        安達組織委員長 

① 名簿メンテナンス 退職者、勤務先、個人住所等の情報を更新し、退職者については個人会員へ移行を行うなど継続的

に名簿をメンテナンスしました。会費納入、テクノピア配布、イベント参加等の情報を一元管理できる

名簿 DBとし、支部活動の支援ツールとして活用しました。 

② 組織強化    名簿 DBによる分析・声かけを行いました。合同委員会を実施して企業幹事/団体幹事の結束を強化しま

した。 

③ 会報 Technopia の配布 企業幹事の支部活動参加の機会として、第 72号、第 73号の全体配布会を実施しました。 

④ 懇親パーティー券の販売 前年同様の配布のほか、企業会員の同期生及び同窓生や若手会員への呼びかけを行いました。

販売枚数は目標の 220枚に対して 172 枚でした。 

⑤ 改選役員候補者の選考 正副支部長による選考委員会を開き、副支部長の候補者を選考しました。 

3. 事業委員会 角野事業委員長 

① 支部総会講演会 あさのクリニック院長 浅野道雄先生を迎え、「確率・リスクから見た健康管理」について講演を開催       

       しました。地域の一般の方も参加し、浜松工業会を周知いただくきっかけとなりました。 

② 支部総会懇親パーティー 交通の便を考慮して浜松駅プレスタワー21世紀倶楽部で開催しました。20歳代を無料で招待 

し参加者増を目指した結果、昨年 180 名よりも増加しましたが目標 200名には届かず 188名が参加しま

した。 

③ 佐鳴湖駅伝大会  浜松支部から混成チームを結成して参加準備を整えていましたが残念ながら雨天中止となりました。 

④ 交流会      若い世代の同窓生、企業幹事に対し、浜松支部活動への理解と、絆を深めることを目的に企画しました。 

1 回目を 6/24 に、2回目は配布会と合同で 2/24 に開催しました。 

⑤ 役員新年会 49 名が参加。昨年好評であった生演奏も継続して企画しました。華やかな宴になり会員同士の親睦が 

深まりました。 

⑥ 異業種交流会 スズキ株式会社歴史館にて異業種交流会を開催。企業会員及び工学部・情報学部の学生 29名が参加し 

       横の絆、縦の絆を深め浜松工業会会員のメリットを感じるイベントとなりました。 

4. 広報委員会 芥川広報委員長代理 

① Web 事業 支部の活動をタイムリーにホームページで紹介し情報発信を推進しました。 

                   浜松支部の新たな趣味の会「佐鳴クッキングクラブ」の活動に合わせて HPの立ち上げを行いました。 

② 会報 Technopia 発行 第 72号、第 73号を B5サイズ・フルカラー12ページで各 5,000 部発行しました。 

   全学同窓会や 100 周年記念事業キックオフを掲載し、母校への関心高揚と支援促進を呼びかけました。 

   HP への誘導として関連 HPの URL を QRコードで掲載することを継続しました。 

③ 広告掲載 契約中の内 14 社と契約を更新、新たに 1社との契約を締結して、広告主が 15 社になりました。 

5. 会費委員会 高橋会費委員長 

① 会費徴収    交流会、テクノピア配布会等の各種イベントにて浜松支部の活動をアピールするとともに会費納入のお 

願いを繰り返し実施しました。毎年会費を納入いただいている企業会員には継続支払いのお願いと支払

い時期のフォローを実施しました。これらの結果、会費収入は 2,169,870 円となり、対前年 4.3％の増

加（予算は対前年 1％増）となりました。 

② 会計会務  役員会、正副支部長会にて定期的に収支予測を行い、収入および支出を項目毎に精査、管理しました。 

その結果として単年度会計収支の黒字化(約 41万円)を確保しました。  
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第 2号議案 平成 29 年度 収支決算報告 （平成 29年 4月 1日～平成 30年 3月 31日） 

      平成 30年 3月 31日現在 

●収入の部   （単位：円）  

項 目 予算額 決算額 増減 説    明 

支部年会費 2,100,000 2,169,870 69,870 1,500 円×1,447 人（手数料差引振込等あり） 

支部交付金 620,000 637,096 17,096 協賛金(浜松工業会、浜松科学技術研究振興会他) 

パーティー券 1,040,000 797,000 -243,000 5,000 円×156 人+3,000 円×5 人+2,000 円×1 人 

会報広告代 405,000 265,000 -140,000 納入企業数：13 社 

預金利子他 200 60,291 60,091 普通預金、郵便通常貯金、郵便定額貯金満期 

交流会会費 590,000 427,000 -163,000 交流会､新年会 

雑収入 0 0 0  

小計 4,755,200 4,356,257 -398,943  

前年度繰越金 5,621,712 5,621,712 0  

合計 10,376,912 9,977,969 -398,943  

 

 

●支出の部 （単位：円） 

項 目 予算額 決算額 増減 説    明 

総会費 1,250,000 1,117,155 -132,845 総会、パーティー、記念講演他 

ﾃｸﾉﾋﾟｱ関係費 670,000 696,131 26,131 第 72、73 号の編集、印刷、運送 

ＨＰ関係費 230,000 339,453 109,453 ＨＰ運用、サーバレンタル、ＨＰ制作他 

委員会活動費 400,000 271,201 -128,799 各委員会の会議費他 

会議費 400,000 415,975 15,975 役員会、正副支部長会、顧問会議 

交流会費用 1,218,000 873,152 -344,848 交流会､新年会 

通信費 13,000 1,541 -11,459 各種連絡 

旅費・交通費 112,000 109,690 -2,310 他支部総会等出席 

慶弔費 10,000 21,157 11,157 慶弔規定に準じた支出 

振込手数料 28,000 26,340 -1,660 郵便振込手数料 

雑費 214,000 67,534 -146,466 事務用品、名刺印刷他 

備品購入費 10,000 3,952 -6,048 パソコン周辺機器他 

予備費 100,000 0 -100,000  

小計 4,655,000 3,943,281 -711,719  

次年度繰越金 5,721,912 6,034,688 312,776  

合計 10,376,912 9,977,969 -398,943  

財産目録                 412,976（年度差額） 

普通預金 静岡銀行 1,781,824 

郵便振替口座 ゆうちょ銀行 1,878,096 

郵便定額貯金 ゆうちょ銀行 0 

郵便通常貯金 ゆうちょ銀行 2,176,325 

現金  198,443 

合計  6,034,688 

上記の通りご報告致します。 副支部長 会費委員長   高 橋 優 介  ㊞ 

平成 29 年度収支決算について、関係書類を監査した結果、 

いずれも正確かつ適正であったことを認めます。 

平成 30 年 4 月 10 日 監 事       西 尾 國 夫  ㊞

 監 事    浅 井   仁  ㊞ 
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第 3号議案 平成 30 年度 事業計画 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
スローガンを、浜松キャンパス 100 周年に向けて「深めよう！同窓の絆 強めよう母校への関心」とし、 

「より広い世代間の交流」、「会員・在学生への活動周知と参加機会の提供」を支援・促進します。 

1. 総務委員会 藤田総務委員長 

活動方針 浜松支部の活動に、大学側の諸情報を絡めて、互いに協力できる環境を整えます。 

① 諸会議 幅広い世代の役員が関心を持ち、積極的に参加したくなる環境を準備します。 

役員会 前年度振り返りと次年度計画で春に1回､中間報告等で秋に1回開催し、参加者60名を目指します。 

委員会 協力者をさらに募り、実体化を進めます。 

顧問会議 事業および収支決算の報告、事業計画(案)および予算(案)などについて、指導と助言を頂きます。 

正副支部長会 役員会と顧問会議の準備に年 3回、その他支部活動の活性化のため適宜開催します。 

② 渉外  他支部（静岡・愛知・東京・阪奈和）総会へ参加し、情報交換に努めます。 

③ Ｕターン相談室  HP のリニューアルを推進し、知名度向上で登録企業の拡大、相談者増を目指します。 

④ 結婚相談室 相談日の拡大の検討および HPの刷新で、見合いを増やし、ニューカップル誕生を目指します。 

⑤ 趣味の会 趣味の会の活動を支援します。 

⑥ (公財)浜松科学技術研究振興会 財団の運営に協力します。 

⑦ 浜松支部総会・全学同窓会  平成 30 年 6月 2日(土)にグランドホテル浜松で開催します。 

2. 組織委員会 安達組織委員長 

活動方針 企業幹事および会員の支部活動への参加機会を促進して、意識向上と浜松支部の組織を強化します。 

① 名簿メンテナンス 企業会員の入社・退職情報を継続的に入手し、新規登録や個人会員への移行等名簿情報を整備 

します。行事参加、会費納入、テクノピア配布等の情報を一元管理できる名簿DBを支部活動の 

ツールとして充実させます。 

② 組織強化   企業幹事/団体幹事/会員の支部活動への参加を促し組織強化を図ります。また、企業幹事不在の企  

業へ幹事選出の働きかけを行っていきます。 

③ 会報Technopiaの配布 企業幹事の支部活動参加の機会として、第74号、第75号の全体配布会を実施します。 

④ 全学同窓会の動員 6月2日に開催される支部総会、全学同窓会の周知をおこないます。企業会員の同期生および同窓生  

     や若手会員への声かけを実施し、250名の動員を目標とします。 

⑤ 改選役員の候補者選考  正副支部長による選考委員会を開き、改選する委員会の検討及び改選役員の候補者を選考します。 

3. 事業委員会 角野事業委員長 

活動方針  大学、企業、同窓生の絆を深める仕掛けを考案し、各事業への参加者増加と活性化に向けたネット 

   ワーク作りを継続させます。また産学連携に結びつく事業を展開します。 

①  全学同窓会講演会  情報学部 狩野先生を招き、「いま AIにできること、できないこと～研究事例で考える」 

         について、全学同窓会の記念講演として、ご講演いただきます。 

②  全学同窓会懇親会  グランドホテル浜松で開催します。企業幹事を通して声かけし、全体参加者 520 名を目指 

します。 

③  佐鳴湖駅伝大会  浜松支部から 3チーム（69名）以上の参加を目指します。 

④  交流会  若手会員や情報学部卒業の女性会員、工学部の学生も参加しやすい交流会を企画、開催します。 

⑤  役員新年会  1 月に開催し、会員の親睦を深めます。60名の参加を目指します。 

4. 広報委員会 芥川広報委員長代理 

活動方針     ホームページ（以下 HP）の充実と Technopia の発行を通して支部活動の情報発信を進めます。  

①  浜松支部 Web 事業 Web 会員およびアクセス増を目指し、HPの情報の充実と画面、デザインの改良検討を進めます。             

②  会報 Technopia 発行 浜松支部の定期情報発信ツールとして第 74号、第 75号を発行します。また、全学同窓   

会や浜松キャンパス 100周年関連記事を掲載し、母校への関心高揚と支援促進を呼びかけます。 

③ 広告掲載    契約の継続、及び新規獲得の活動を継続し、掲載広告主を１社増やし 16社を目標とします。 

5. 会費委員会 高橋会費委員長 

活動方針 会費収入の増加の推進および会計収支を適正に処理、報告します。 

①  会費徴収 前年度の会費納入実績に基づいて、会費納入額増加の対策を立案・実施し、会費収入の増加 

(対前年１％増)を目指します。 

②  会計会務   収支予算および各委員会の事業計画に沿って定期的に収支予測を行い、収入および支出を項目 

  毎に精査、管理します。 

 




